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『筑波大学附属小学校の「独創」の教育
－「自分らしさ」と「その人らしさ」を認めあう授業づくり』
蒔　苗　直　道※
本書は筑波大学附属小学校が「『独創』の教育」を研究主題にして取り組んだ４
年間の研究成果を刊行したものである。第蠢部，第蠡部の２部構成となっており，
第蠢部では「『独創』の教育」とは何かについて総説が述べられている。そして，
第蠡部では生活科を除く各教科と道徳，総合活動の授業が提案されている。ここ
では紙幅の都合上，第I部を中心に筑波大学附属小学校の「『独創』の教育」を紹
介する。
「『独創』の教育」は「仲間との創造的な体験を通して，自分らしく，知恵やも
のを新しく生み出したり，すでにあるものに新たな価値を付け加えたりする能力
や態度を育てる教育活動」と定義される。そして，こうした教育を通して育む資
質や能力は「自分らしく，知恵やものを新しく生み出したり，すでにあるものに
新たな価値を付け加えたりする能力や態度」ととらえることが冒頭に述べられて
いる。繰り返し述べられる中で強調されているのは「自分らしさ」を独創性の核
として位置づけ，これを仲間との関わりの中で子ども自らが認識することである。
平成23年度から新しい学習指導要領が完全実施されている。この改訂では「思
考力・判断力・表現力」の育成が柱とされ，「『独創』の教育」はこの方向性に沿
うものである。教師が教える「正解」をただ待って受け取るのではなく，獲得し
た知識・技能を駆使しつつ，あらゆる課題に対して自ら対峙し，自ら考え，判断
し，自ら仲間に分かってもらおうと表現する，自分らしく学ぶことを展開しよう
とする子どもの姿が求められている。
「『独創』の教育」の指導法の核には，第一に「基礎・基本」の習得が必須とさ
れる。一見難解な芸術作品が「でたらめ」ではなく「オリジナル」な表現として
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評価されるのは，それが「基礎・基本」の上にあるからである。「独創」を支える
資質や能力も「基礎・基本」を土台にして育むことが大切である。自分だけが納
得する「オリジナル」ではなく，仲間から認められるものを生み出させたいと考
えると，「基礎・基本」の習得は不可欠である。「オリジナル」と言われるものは，
何もないところから偶発的に生まれるのではなく，「基礎・基本」の積み重ねの中
で，これをうまく活かして新しい発想を組み入れることから生まれるのである。
第二の核は「混沌」と「関係づけ」である。問題解決において試行錯誤の中か
ら新しい価値を生み出さなければならないという切実感や危機感を子どもが意識
するような場面を設定する。子どもは「基礎・基本」をしなやかに活用しながら
新しい知恵や価値を生み出さなくてはいけなくなる。このような場を「混沌」と
呼ぶ。この「混沌」の中で子どもは自分の「考え・意見・表現・方法」を様々な
対象と「関連付け」ながら新たな自分の考えを創り上げていく。例えば，既習の
事項との関係性を探ることで新たな考え・方法・表現を見いだすことや，他者の
考えを自分の考えに関係づけ新たな方向性を探ることなどが指導法として挙げら
れている。「混沌」の中から「関連付け」することを通して「独創」を生むことが
「『独創』の教育」の指導法の核とされている。
こうした独創は，他者との話し合いの中で生まれるものであり，ここで必要と
なるのが「コミュニケーション能力」である。単に他者と仲良くできる能力のこ
とではなく，「相手の考えを変えることができる能力」が求められる。聞き手の考
えを変えることができなくては望む成果は得られないため，他者の理解度をモニ
タリングし，自分の表現をコントロールすることが必要となる。さらに，変わる
のは相手のみではないことが重要である。他者との関わりから「自分の表現や考
えを変えることができる能力」をも兼ね備えてこそ，価値あるコミュニケーショ
ンができる。「相手も変わる，自分も変わる」には，情報同士の有機的な関係づけ
と意味づけ，さらには，他者と自分との「関連付け」が必要である。
筑波大学附属小学校の「『独創』の教育」は，子どもの自らの学びに着目した研
究主題である。自らの学びに「自分らしさ」という「独創」への方向付けを行っ
ている点に特徴がある。特に，単なる思い付きや突飛なことを「独創」とするの
ではなく，仲間との関わりの中で子ども自身が「自分らしさ」を認識することが
重要視されている。子どもたちが将来生きていく世界においては，こうした仲間
や他者との関わりの中で様々な問題を解決し，新たな未来を創造していくことが
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不可欠である。独りよがりではなく，共に生きる人間として子どもが成長してい
くことを「『独創』の教育」は目指している。
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